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放射線防護施設を整備

稗造防災センター稗造防災センター（仮称）（仮称）

建設工事建設工事

２億896万円

旧土田小学校旧土田小学校

放射線防護対策工事放射線防護対策工事

１億6451万円
工事内容：１階部分を一時避難施設に改修します。工事内容：１階部分を一時避難施設に改修します。

　　　　　延床面積822.29㎡　　　　　延床面積822.29㎡

工　　期：平成30年２月28日工　　期：平成30年２月28日

契約業者：池田建設工業㈱契約業者：池田建設工業㈱

今田集会所横の建設予定地

改修される旧土田小学校

工事内容：今田集会所横に施設を新築します。工事内容：今田集会所横に施設を新築します。

　　　　　ＲＣ造平屋建、延床面積454.68㎡　　　　　ＲＣ造平屋建、延床面積454.68㎡

工　　期：平成30年２月28日工　　期：平成30年２月28日

契約業者：寺井建設㈱契約業者：寺井建設㈱

　６月定例会は、６月６日から20日までの15日間の会期で開かれ、

町長から提出された専決処分の報告、補正予算、条例改正、契約案件

の議案をはじめ、議会議案、請願など、合わせて38件を審議しました。

　放射線防護施設は、原子力災害時の要支援者の一時退避施設として、原子力発電所から半径30km

圏内に整備されます。その整備にあたり、稗造防災センター（仮称）と旧土田小学校の工事請負契約

を可決しました。工事費用は、国が全額負担します。

６６
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議会
議案

請願

専決処分
の報告

４
件
の 

１
件
の 

28
年
度
の

　
　
　

 

意
見
書
を
可
決

意
見
書
を
可
決

　
　
　

 

請
願
を
採
択

請
願
を
採
択

 　

補
正
予
算
を
承
認

補
正
予
算
を
承
認

※
意
見
書
と
は
、
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
、
国
な
ど
の
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
す
。

※
請
願
と
は
、
町
民
の
要
望
や
意
見
を
国
や

町
な
ど
に
伝
え
る
も
の
で
、
議
員
の
紹
介

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
専
決
処
分
と
は
、
議
会
を
招
集
す
る
時
間

が
な
か
っ
た
た
め
、
町
長
が
議
会
に
代

わ
っ
て
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
交
付
金
の
決
定

や
事
業
の
確
定
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

意見書名 提出議員 意見書の内容 議決結果

保育士・介護職員

の人材確保を求め

る意見書

南　正紀

　保育士・介護職員の賃金を全産業平均に

するなど処遇改善を含め、実効性ある人材

確保のための対策を講ずるよう求める。

可決

賛15　反0

教育予算の拡充を

求める意見書
福田晃悦

　計画的な教職員定数改善を推進するこ

と。教育の機会均等と水準の維持向上を図

るため、義務教育費国庫負担制度の負担割

合を２分の１に復元するよう求める。

可決

賛14　反１

「歩育基本法」の

制定を求める意見

書

福田晃悦

　子ども達の心身の健全育成に資する歩育

の推進を支える歩育基本法を早急に制定さ

れるよう求める。

可決

賛15　反０

戸別所得補償制度

の維持と農業政策

の立て直しを求め

る意見書

田中正文

　戸別所得補償制度を維持し、農村整備事

業の充実を図り、将来の展望を見据えた継

続できる農村経営が実現できるよう農業政

策の立て直しを求める。

可決

賛15　反０

請願名 紹介議員 請願の内容 議決結果

農業戸別所得補償

制度の復活を求め

る請願

中谷松助

　安い米の定着により、生産者や流通業者

の経営が立ち行かなくなっている。農業者

戸別所得補償制度を復活させるべき。

不採択

賛２　反13

「テロ等準備罪」

の創設に反対する

意見書の提出を求

める請願

中谷松助

　テロ等準備罪法案が成立すれば、市民の

思想・信条・良心・言論・表現の自由を脅

かす危険があるため、本法案の創設に反対

する。

不採択

賛２　反13

国の教育予算を拡

充することについ

て

堂下健一

　計画的な教職員定数改善を推進するこ

と。教育の機会均等と水準の維持向上を図

るため、義務教育費国庫負担制度の負担割

合を２分の１に復元するよう求める。

採択

賛14　反１

平成28年度各会計の予算額

区　分 補正額 補正後の額

一 般 会 計 ５３９万円 １５６億７５２１万円

特
別
会
計
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 △１億４９３０万円 ２９億６０１６万円

後 期 高 齢 者 医 療 ２５１万円 ３億１４６７万円

農業集落排水事業 △６２５万円 ４億７２４３万円

公 共 下 水 道 事 業 △１１６９万円 ６億９８２４万円

地域し尿処理施設 △１１６１万円 ９５１８万円

簡 易 水 道 事 業 △８１万円 １２８７万円

介 護 保 険 △１億１０１８万円 ２７億１１９１万円

診 療 所 事 業 ８２６万円 １億８２３８万円

ケーブルテレビ事業 △１７５万円 ４億５１０８万円

病院
収益的収入 △５１７万円 １２億７２３９万円

資本的支出 △１２１１万円 ２億８２１１万円

※万円未満は四捨五入



議案

番号
議案内容（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案

45号
工事請負契約の締結について「旧土田小学校放射線防護対策工事」…２ページ参照

可決

賛15　反0

46
工事請負契約の締結について「志賀小学校体育館非構造部材耐震化対策工事」…本

工事を行うにあたり、南建設㈱と4,917万円で契約する。

可決

賛15　反0

47
財産の取得について「マイクロバス」…公用車のマイクロバス１台を購入するにあたり、

㈱池田商事から886万円で取得する。

可決

賛15　反0

48
財産の取得について「清掃収集車」…清掃収集車を購入するにあたり、㈱藤田自動車商会

から1,177万円で取得する。

可決

賛15　反0

49
財産の取得について「除雪機械」…除雪機械の小型ホイールローダー２台を購入するにあ

たり、千代田機電㈱から706万円で取得する。

可決

賛15　反0

50
財産の取得について「ＩＣＴ機器」…志賀中学校と富来中学校のＩＣＴ機器を購入するに

あたり、㈱石川コンピュータ・センターから2,083万円で取得する。

可決

賛15　反0

討論
農業戸別所得補償制度の復活を

求める請願

「テロ等準備罪」の創設に反対する意見書

の提出を求める請願

こ
れ
に 

賛
成　
　
　
　

中
谷
松
助
議
員

こ
れ
に 

反
対　
　
　
　

南
正
紀
議
員

こ
れ
に 

賛
成　
　
　
　

中
谷
松
助
議
員

こ
れ
に 

反
対　
　
　
　

南
正
紀
議
員

　

国
民
の
食
糧
と
地
域
経
済
、
環
境
と
国
土
を
守
る
こ

と
を
求
め
る
本
請
願
に
賛
同
す
る
。

　

本
請
願
の
よ
う
に
、
戸
別
保
障
制
度
の
み
に
よ
っ
て

そ
の
趣
旨
が
達
せ
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
賛
同
し

か
ね
る
。

　

安
倍
政
権
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
ロ
対
策
を
口
実

に
、
テ
ロ
等
準
備
罪
を
、
異
常
な
強
行
採
決
を
断
行
し
、
可

決
、
成
立
さ
せ
た
。
日
本
国
憲
法
の
保
障
す
る
基
本
的
人
権

の
侵
害
に
つ
な
が
る
テ
ロ
等
準
備
罪
の
創
設
を
許
さ
な
い
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
た
犯
罪
防
止
施
策
に
力
を

入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
テ
ロ
等
準
備
罪
は
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
本
請
願
の
委
員
会
審
査
前
に
、
国
会
参

議
院
で
本
法
案
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
日
の
時
点
に

お
い
て
、
請
願
の
願
意
は
す
で
に
喪
失
し
た
。

と議決結果
※議長は採決に加わりません。
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※討論とは、議案や請願に対して、議員が自己

の賛否の意見を表明し、その理由を述べて、

他の議員を自己の意見に賛同させることを目

的とする発言です。



議案

番号
　　　議案内容（議案名は一部省略してあります） 議決結果

報告

１号
専決処分の承認について（28年度一般会計補正予算）…３ページ参照

承認

賛15　反0

２～

11

専決処分の承認について（28年度国民健康保険特別会計補正予算～28年度町立富

来病院事業会計補正予算）…３ページ参照

承認

賛15　反0

12

専決処分の承認について（税条例の一部を改正する条例）…関係法令の一部改正によ

り、住民税の課税方式の選択措置、固定資産税のわがまち特例の割合を規定、軽自動車税のグ

リーン化特例の適用期限延長、控除対象配偶者の定義変更など、所要の改正を行った。

承認

賛15　反0

13
専決処分の承認について（都市計画税条例の一部を改正する条例）…関係法令の一部

改正により、適用条項の改正を行った。

承認

賛15　反0

14

専決処分の承認について（半島振興対策実施地域における固定資産税の特例に関す

る条例の一部を改正する条例）…関係法令の一部改正により、不均一課税の適用期限を２

年延長する改正を行った。

承認

賛15　反0

15

専決処分の承認について（過疎地域自立促進のための固定資産税の課税の特例に関

する条例の一部を改正する条例）…関係法令の一部改正により、課税免除の適用範囲に、

農林水産物等販売業を追加するなど、所要の改正を行った。

承認

賛15　反0

16

専決処分の承認について（国民健康保険税条例の一部を改正する条例）…関係法令の

一部改正により、低所得者に対する保険税の軽減判定所得の基準額を引き上げるため、所要の改

正を行った。

承認

賛15　反0

議案

36号

29年度一般会計補正予算について…国庫支出金の内示により、地域資源を活かした交流人

口拡大推進事業やエネルギー構造転換理解促進事業などの追加を主として、所要額を補正する。

【5050万円の増】

可決

賛15　反0

37
29年度公共下水道事業特別会計補正予算について…国庫支出金の内示により、測量・設

計の委託料を減額するなど、所要額を補正する。【2710万円の減】

可決

賛15　反0

38

公共施設等整備基金条例について…旧小学校や旧保育園の解体や改修等に多額の費用が見

込まれることから、計画的に公共施設等を整備していくことができるよう、新たに基金条例を制

定する。

可決

賛15　反0

39
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について…関係法令の一部改正

により、拡大された子の範囲や特別な事情の規定について、所要の改正を行う。

可決

賛15　反0

40
消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について

…関係条例の一部改正により、消防団員の待遇の規定について、所要の改正を行う。

可決

賛15　反0

41
公有水面埋立てに対する意見について…富来漁港の一部を埋立てするにあたり、石川県知

事から意見を求められたので、議会の議決を求める。

可決

賛15　反0

42
石川県市町村職員退職手当組合規約の一部変更について…能美広域事務組合が解散した

ことにより、当該組合の規約を変更するにあたり、構成市町の議会の議決を求める。

可決

賛15　反0

43
石川県市町村消防賞じゅつ金組合規約の一部変更について…能美広域事務組合が解散し

たことにより、当該組合の規約を変更するにあたり、構成市町の議会の議決を求める。

可決

賛15　反0

44 工事請負契約の締結について「稗造防災センター（仮称）建設工事」…２ページ参照
可決

賛15　反0

６月定例会 議案内容 　
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質
疑　
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
管
理
等
に
多
額
の
費
用

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
公
共

施
設
等
整
備
基
金
を
設
け
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ど
の
程
度
の
額
を
積
立
て

す
る
つ
も
り
か
。

答
弁　

今
の
と
こ
ろ
積
立
額

は
決
め
て
い
な
い
。

　

例
え
ば
、
３
階
建
て
の
校

舎
を
解
体
す
る
と
６
千
万
円

ほ
ど
か
か
り
、
整
備
等
も
含

め
る
と
多
額
の
費
用
に
な
る
。

　

ま
た
、
平
成
33
年
度
以
降

は
、
有
利
な
起
債
（
借
金
）

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
今
の
う
ち
に
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
額
を
積
み
立
て

し
た
い
。

質
疑　
公
共
施
設
の
解
体
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
解
体
予
定
の
施

設
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
弁　

現
在
、
公
共
施
設
の

管
理
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
今

年
度
中
に
策
定
し
、
議
会
に

報
告
し
た
い
。

質
疑　
各
分
団
で
消
防
団
員

の
数
が
不
足
し
て
い
る
と
聞

く
が
、
定
数
の
見
直
し
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

答
弁　

志
賀
町
消
防
団
の
定

数
は
３
２
４
人
で
あ
る
が
、

現
在
の
団
員
数
は
、
団
長
・

副
団
長
を
含
め
た
基
本
団
員

が
２
９
９
人
、
機
能
別
団
員

が
５
名
の
合
計
３
０
４
名
で

あ
る
。

　

定
数
の
見
直
し
は
、
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、

各
分
団
と
話
し
合
い
な
が
ら

検
討
し
て
き
た
い
。

質
疑　
機
能
別
団
員
に
つ
い

て
は
、
町
長
が
定
め
る
特
定

の
任
務
に
限
り
従
事
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
基
本
団
員

と
は
ど
う
違
う
の
か
。

答
弁　

機
能
別
団
員
に
つ
い

て
は
、
地
元
で
の
火
災
や
災

害
時
で
の
出
動
に
限
定
さ
れ

て
い
る
。

　

基
本
団
員
に
つ
い
て
は
、

消
防
訓
練
を
含
む
す
べ
て
の

消
防
活
動
に
従
事
す
る
こ
と

に
な
る
。

質
疑　
増
穂
浦
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
係
る
委
託
料
が
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

答
弁　

昨
年
は
１
万
８
千
本
の
ペ
ッ
ト

ボ
タ
ル
を
設
置
し
た
が
、
国
の
補
助
金

を
利
用
し
て
、
今
年
は
２
万
本
ま
で
増

や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

昨
年
の
入
込
客
数
は
１
万
７
７
７
５

人
と
好
調
で
あ
っ
た
の
で
、
今
年
も
情

報
発
信
し
て
い
き
た
い
。

総務産業建設常任委員会
委　員　長　櫻井　俊一　　委　　員　南　　政夫
副委員長　堂下　健一　　　 〃 　　下池外巳造
　　　　　　　　　　　　　 〃 　　須磨　隆正
　　　　　　　　　　　　　 〃 　　越後　敏明
　　　　　　　　　　　　　 〃 　　田中　正文
　　　　　　　　　　　　　 〃 　　冨澤　軒康

予算決算常任委員会
委　員　長　南　　正紀
副委員長　寺井　　強

委員は議長・正副委員長

をのぞく全議員です。

教育民生常任委員会
委　員　長　福田　晃悦　　委　　員　中谷　松助
副委員長　稲岡健太郎　　　 〃 　　南　　正紀
　　　　　　　　　　　　　 〃 　　寺井　　強
　　　　　　　　　　　　　 〃 　　林　　一夫
　　　　　　　　　　　　　 〃 　　戸坂忠寸計
　　　　　　　　　　　　　 〃 　　久木　拓栄

志っ賀りチェック！

委員会審査

1 万８千本のペットボタルが設置された増穂浦
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本
市
議
会
で
は
、
平
成
26
年
３
月
に
議

会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
そ
の
中
で
、
会

議
進
行
や
意
見
が
出
や
す
い
会
議
に
す
る

た
め
の
技
術
と
し
て
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
戦
略
的
な
手

法
で
あ
り
、
「
議
会
は
言
論
の
府
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
討
議
や
対
話
は
必
要
な

技
術
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

本
町
議
会
で
は
、
平
成
26
年
２
月
か
ら

議
会
報
告
会
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
４
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
若
者
の
参
加
が
少
な
い

と
の
こ
と
で
、
区
長
会
に
協
力
要
請
を
し

て
参
加
者
を
集
め
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

実
際
、
や
り
な
が
ら
修
正
等
を
加
え

て
、
常
に
改
革
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
こ
と
だ
と
認
識
で
き
ま
し
た
。

岩
手
県
久
慈
市
議
会

青
森
県
階
上
町
議
会

　

講
演
で
は
、
通
年
議
会
の
必
要

性
、
専
門
家
を
招
い
た
会
議
の
開

催
、
議
員
派
遣
を
利
用
し
た
災
害

時
の
避
難
活
動
な
ど
、
い
ろ
ん
な

ケ
ー
ス
を
交
え
な
が
ら
、
独
特
の

目
線
で
議
会
改
革
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

講
師
か
ら
、
「
も
う
少
し
楽
な

気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
議
会
改
革
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ

ず
、
住
民
の
声
を
聴
き
、
住
民
に

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。

日
時　

６
月
９
日
（
金
）

講
師　

新
潟
県
立
大
学
准
教
授

　
　
　
　
　
　

 

田
口 

一
博 

氏

議
会
改
革
を
学
ぶ

議
会
改
革
を
学
ぶ議会改革について語る講師

議
会
改
革
に
向
け
て

　

本
委
員
会
で
は
、
議
会
改
革
に
関
す
る
12
項
目
を
設
定
し
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
方
向
性
が

出
さ
れ
た
６
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

地
方
自
治
法

第
96
条
第
２
項

の
議
決
事
件

地
方
自
治
法

第
百
条
第
12
項

の
協
議
の
場

議
会
報
告
会

議
員
間
討
議

　

志
賀
町
総
合
計
画
に
か
か
る

基
本
構
想
を
議
決
事
件
に
定
め

ま
し
た
。

委
員
会
の
再
編

　

常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
、
特
別
委
員
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

志
賀
原
発
の
個
別
・
具
体
的

事
案
は
、
全
員
協
議
会
で
取
り

扱
い
ま
す
。

議
会
先
例
集

　

法
令
や
会
議
規
則
等
に
定
め

る
事
項
以
外
の
詳
細
な
運
用
方

法
や
議
事
運
営
上
の
判
断
基
準

な
ど
を
と
り
ま
と
め
た
議
会
先

例
集
を
策
定
し
ま
す
。

　

委
員
長
会
議
、
常
任
委
員
長
会

議
、
議
会
研
修
会
、
議
会
報
告
会

を
新
た
に
公
式
会
議
と
し
ま
す
。

　

町
民
に
対
し
て
議
会
活
動
の
状

況
を
報
告
し
、
町
政
に
関
す
る
情

報
を
提
供
す
る
た
め
の
議
会
報
告

会
を
実
施
す
る
方
針
で
す
。

　

討
議
し
な
が
ら
理
解
を
深
め

た
上
で
、
少
数
意
見
へ
の
対
応

や
委
員
会
か
ら
の
要
望
な
ど
を

委
員
長
報
告
に
ま
と
め
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
議

本
委
員
会
で
は
、
議

会
報
告
会
や
議
員
間
討

会
報
告
会
や
議
員
間
討

議
で
の
進
行
技
術
に
取

議
で
の
進
行
技
術
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
フ
ァ
シ

り
入
れ
ら
れ
る
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
議
会

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
議
会

報
告
会
の
各
先
進
地
を
、

報
告
会
の
各
先
進
地
を
、

６
月
６
月
2828
日
か
ら

日
か
ら
3030
日
に
日
に

か
け
て
視
察
し
ま
し
た
。

か
け
て
視
察
し
ま
し
た
。
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海外視察報告海外視察報告

　志賀町議会では、議員として必要な見識を　志賀町議会では、議員として必要な見識を

深めるため、本町の行政課題に対応した諸外深めるため、本町の行政課題に対応した諸外

国の実情調査を行うことを目的に、５月８日国の実情調査を行うことを目的に、５月８日

から12日にかけて、シンガポールとマレーから12日にかけて、シンガポールとマレー

シアを視察しました。シアを視察しました。

　

本
事
務
所
は
、
東
南
ア
ジ

ア
を
は
じ
め
と
す
る
、
新
興

国
へ
の
企
業
の
関
心
の
高
ま

り
を
背
景
に
、
石
川
県
関
係

企
業
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
や
進

出
相
談
業
務
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
事
業
展

開
を
望
む
企
業
が
あ
れ
ば
、

本
事
務
所
が
窓
口
と
な
り
、

協
力
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

石
川
県

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所

　

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
住
み

や
す
く
、
働
き
や
す
く
、
楽

し
み
や
す
い
都
市
に
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
で
設

置
さ
れ
た
本
施
設
で
は
、
都

市
再
開
発
計
画
の
歴
史
や
過

程
を
、
展
示
品
を
通
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

都
市
計
画
と
い
う
行
政
政

策
の
概
念
で
の
、
そ
の
理
念

や
手
法
は
、
学
ぶ
べ
き
と
こ

ろ
が
多
分
に
あ
り
ま
し
た
。

　

志
賀
町
に
は
、
大
和
ハ
ウ

ス
工
業
㈱
の
大
型
別
荘
地
が

あ
り
、
余
生
を
送
る
た
め
に

移
住
さ
れ
る
方
々
が
お
ら
れ

ま
す
。

　

今
回
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
移

住
さ
れ
た
日
本
人
か
ら
、
移

住
の
メ
リ
ッ
ト
や
動
機
な
ど

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

安
心
し
て
快
適
に
余
生
を

過
ご
す
た
め
の
金
銭
面
や
余

暇
環
境
な
ど
、
参
考
に
な
る

お
話
し
で
し
た
。

　

館
内
に
は
、
ホ
ー
ル
や
教

室
等
の
部
屋
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、
会
員
の
憩
い
の
場
所

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
施
設
は
、
在
留

邦
人
の
互
助
・
共
助
に
資
す

る
も
の
で
、
異
国
の
地
で
邦

人
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
の
で
き

る
唯
一
の
場
所
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
ま
し
た
。

　

能
登
中
核
工
業
団
地
に
工

場
の
あ
る
上
田
鍍
金
㈱
の
マ

レ
ー
シ
ア
工
場
は
、
平
成
元

年
に
設
立
さ
れ
、
各
種
電
子

部
品
や
半
導
体
関
連
部
品
へ

の
表
面
処
理
加
工
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

工
場
見
学
の
あ
と
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
に
つ
い
て
の
説
明
を

聞
き
、
見
識
を
深
め
ま
し

た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
10
か

国
、
約
６
億
人
の
経
済
圏
で

あ
り
、
い
ず
れ
の
国
も
著
し

い
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ

ア
は
、
日
本
か
ら
の
投
資
に

お
い
て
は
成
熟
期
に
入
っ
て

お
り
、
今
後
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

な
ど
へ
投
資
が
進
む
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ろ
柿
販
路
調
査

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

移
住
日
本
人
と
の
懇
談

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

　
　
　

日
本
人
会
館

ウ
エ
ダ
プ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　

マ
レ
ー
シ
ア

　

志
賀
町
の
特
産
品
で
あ
る

こ
ろ
柿
が
、
近
年
、
海
外
輸

出
を
し
て
お
り
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
も
数
年
前
か
ら
出

荷
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
現
地
の
高
島
屋
に

入
居
す
る
高
級
果
物
店
の

『
巨
峰
屋
』
を
訪
問
し
、
売

り
場
の
方
か
ら
商
品
の
評
価

や
現
地
の
ニ
ー
ズ
等
に
つ
い

て
聴
取
し
ま
し
た
。

　

評
価
と
し
て
は
、
「
鳥
取

県
、
長
野
県
、
富
山
県
な
ど
、

日
本
各
地
か
ら
こ
ろ
柿
が
集

ま
る
が
、
志
賀
町
の
こ
ろ
柿

は
一
番
品
質
が
い
い
。
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

ニ
ー
ズ
と
し
て
は
、
「
数

量
が
少
な
い
こ
と
や
賞
味
期

間
が
他
商
品
よ
り
短
い
こ
と

が
難
点
で
、
３
個
や
５
個
入

り
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
あ
れ
ば

よ
い
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
、
物
産
展
や
見
本

市
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極
的

に
参
加
し
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
認
知
し
て
も
ら
う
こ

と
が
、
新
市
場
の
開
拓
に
は

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

近
年
、
経
済
発
展
が
著
し

い
東
南
ア
ジ
ア
に
あ
っ
て
、

石
川
県
と
結
び
つ
き
が
あ
る

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ

ア
を
訪
問
し
、
議
員
と
し
て

必
要
な
海
外
の
諸
事
情
を
習

得
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
貴

重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
町
行
政
と

し
て
、
国
際
理
解
や
世
界
基

準
と
い
っ
た
も
の
の
考
え
方

が
必
要
と
な
り
、
広
い
見
識

を
も
っ
て
議
会
活
動
に
あ
た

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

視
察
を
終
え
て
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福田　晃悦 議員

町政を問う!町政を問う!　一般質問一般質問

富来鉱山は観光資源になる

開発を進めていきたい 町長

福
田　
富
来
鉱
山
は
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備
、
広

報
し
て
い
け
ば
全
国
で
も
珍

し
い
観
光
資
源
に
な
る
。
現

在
の
取
り
組
み
状
況
は
。

子
育
て
支
援
の
窓
口
一
本
化
を

検
討
し
て
い
き
た
い

町
長

福
田　
本
町
で
は
、
子
育
て

に
関
す
る
行
政
窓
口
が
、
庁

舎
内
の
住
民
課
と
志
賀
町
文

化
ホ
ー
ル
に
隣
接
す
る
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
分
か
れ
て

い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、

子
育
て
に
関
す
る
窓
口
の
一

本
化
へ
の
声
が
多
く
あ
っ

た
。
「
こ
ち
ら
の
場
合
や
手

続
き
は
住
民
課
に
」
、
「
こ
ち

ら
の
場
合
や
手
続
き
は
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
」
と
い
っ

た
、
た
ら
い
回
し
を
防
ぐ
た

め
、
窓
口
一
本
化
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

町
長　

子
育
て
支
援
の
窓
口

に
つ
い
て
は
、
住
民
課
と
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す

る
業
務
が
あ
り
、
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
連
携
、
対
応
し

て
い
る
。

　

子
育
て
に
関
す
る
手
続
き

は
、
一
つ
の
窓
口
で
行
え
る

こ
と
が
理
想
で
あ
る
が
、
業

務
の
内
容
や
多
様
な
保
護
者

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
か

ら
、
一
本
化
す
る
こ
と
は
困

難
と
な
っ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
の
窓
口
一
本

化
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え

て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

５氏が登壇５氏が登壇

町
長　

す
で
に
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
対
応
し
て
い
る
。

町
長　

地
方
創
生
の
取
り
組

み
を
一
元
的
に
行
い
、
人
口

減
少
対
策
や
時
代
に
合
っ
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

福
田　
児
童
館
で
、
子
育
て

に
関
す
る
情
報
交
換
や
悩
み

相
談
業
務
を
で
き
な
い
か
。

福
田　
ふ
る
さ
と
創
生
室
の

取
り
組
み
状
況
は
。

町
長　

富
来
鉱
山
は
、
明
治

38
年
に
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
、

三
菱
合
資
会
社
富
来
鉱
山
と

し
て
操
業
開
始
し
た
。
最
盛

期
に
は
２
４
６
人
が
働
き
、

年
間
１
８
９
キ
ロ
の
金
が
生

産
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
10

年
に
廃
鉱
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
坑
道
と
周
辺
地
域

の
環
境
調
査
や
安
全
調
査
を

終
え
て
お
り
、
今
後
は
、
観

光
資
源
と
し
て
開
発
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

廃鉱した富来鉱山の坑道
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人材確保の具体策は

取り組みを推進していく 町長

南　　正紀 議員

移住者に対する体験モニターツアー

南
正　

海
外
視
察
で
現
地
企

業
の
実
情
を
調
査
し
た
際
に

感
じ
た
が
、
優
秀
で
豊
富
な

人
材
を
擁
す
る
こ
と
は
、
企
業

誘
致
の
最
重
点
課
題
で
あ
る
。

　

人
材
確
保
の
具
体
策
に
つ

い
て
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

町
長　

能
登
中
核
工
業
団
地

内
の
企
業
の
協
力
の
も
と
、

団
地
企
業
を
含
む
町
内
企
業

に
よ
る
、
高
校
生
を
対
象
と

し
た
職
場
説
明
会
や
面
接
会

を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
能
登
地
域
活
性
化

人
材
確
保
推
進
実
行
委
員
会

と
連
携
し
、
ふ
る
さ
と
就
職

理
解
促
進
事
業
に
も
積
極
的

に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
外

国
人
技
能
実
習
生
受
入
事
業

や
ふ
る
さ
と
就
業
促
進
奨
励

金
制
度
の
活
用
も
周
知
す
る
。

　

さ
ら
に
、
町
内
企
業
の
人

材
確
保
等
に
対
す
る
支
援
も

重
要
で
あ
り
、
い
し
か
わ
就

職
定
住
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
や
石
川
県
産
業
創
出
支

援
機
構
等
と
も
連
携
し
、
能

登
地
域
全
域
で
の
人
材
確
保

や
町
内
企
業
が
求
め
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

南
正　
志
賀
町
を
移
住
定
住

先
と
し
て
選
択
い
た
だ
く
基

準
に
お
い
て
、
大
き
な
要
素

と
な
る
の
が
移
住
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な

機
能
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
の
か
、
そ
の
方
針
を

聞
き
た
い
。

副
町
長　

移
住
者
の
ニ
ー
ズ

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加

し
た
い
方
か
ら
ま
っ
た
く
関

わ
り
合
い
た
く
な
い
方
ま
で

多
様
で
あ
る
。

　

現
在
、
本
町
の
移
住
相
談

窓
口
で
あ
る『
ふ
る
さ
と
創
生

室
』で
は
、
移
住
の
相
談
の
際

に
十
分
な
聞
き
取
り
を
行
い
、

移
住
者
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ

し
た
移
住
先
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
ふ
る
さ
と
創
生

室
や
『
能
登
半
島
し
か
ま
ち
ぐ

ら
し
』
で
の
情
報
発
信
に
加

え
、
移
住
の
相
談
を
支
援
す
る

志
賀
町
移
住
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

の
登
録
制
度
を
設
け
る
な

ど
、
移
住
者
へ
の
さ
ら
な
る

支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

町政を問う!町政を問う!　一般質問一般質問

移住者コミュニティが必要

移住者への支援を行う 副町長
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町
長　

環
境
に
与
え
る
負
荷

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る

と
と
も
に
、
行
政
と
町
民
が

対
話
し
、
協
働
す
る
取
り
組

み
の
考
え
方
は
、
各
種
事
業

を
推
進
し
て
い
く
上
で
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
再
認
識
し

た
。

そ
の
他
の
質
問

堂
下　
今
や
環
境
都
市
と
し

て
、
国
内
で
そ
の
地
位
を
確

立
し
て
い
る
水
俣
市
を
視
察

し
た
率
直
な
感
想
は
。

民生委員と情報共有を

必要な情報は共有する 町長

障
害
者
差
別
解
消
法
の
認
識
は

周
知
を
図
れ
る
よ
う
取
り
組
む

健
康
福
祉
課
長

堂
下　
障
害
者
差
別
解
消
法

が
施
行
さ
れ
て
１
年
以
上
に

な
る
。
こ
の
法
律
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
な

く
す
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き

る
社
会
を
作
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　

こ
の
法
律
の
認
知
度
の
低

さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

本
町
の
住
民
は
、
こ
の
法
律

を
ど
の
程
度
認
識
し
て
い
る

か
。

健
康
福
祉
課
長　

法
律
に
対

す
る
認
識
は
低
く
、
障
が
い

の
あ
る
人
に
対
す
る
理
解
や

差
別
解
消
が
進
ん
で
い
な
い

と
実
感
す
る
人
が
３
割
く
ら

い
と
多
い
こ
と
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
伺
え
る
。

　

町
と
し
て
、
出
来
る
だ
け

多
く
の
方
に
周
知
を
図
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

堂
下　
地
域
福
祉
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
民
生
委
員
の
負

担
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
創

造
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
住
民
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
に
つ
い
て
、
民
生
委
員
と

行
政
が
情
報
を
共
有
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

個
人
情
報
に
配
慮
す
べ
き

は
配
慮
し
、
必
要
な
情
報
は

共
有
し
な
が
ら
今
後
の
高
齢

社
会
や
地
域
社
会
の
た
め
に
、

よ
り
よ
い
方
向
へ
持
っ
て
行

く
べ
き
で
あ
る
。

町
長　

個
人
情
報
開
示
の
原
則

は
、
人
の
生
命
、
身
体
、
財
産

の
保
護
の
た
め
必
要
と
す
る

場
合
以
外
は
、
本
人
の
同
意

が
必
要
で
あ
り
、
む
や
み
に

開
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

民
生
委
員
の
日
常
的
な
活

動
は
、
災
害
時
に
お
け
る
避

難
行
動
や
適
切
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
重
要

で
あ
る
。

　

必
要
と
思
わ
れ
る
情
報
は
、

お
互
い
に
共
有
し
、
民
生
委

員
の
活
動
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
に
配
慮
し
た
い
。

堂下　健一 議員

町政を問う!町政を問う!　一般質問一般質問

公園内に建てられた水俣病犠牲者慰霊の碑

このステッカーが貼られて

いる施設では、補助犬使用

者の方々が施設を利用しや

すくなっています。
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新入学学用品の支給額を

増額せよ

見直しを検討したい 教育長

中谷　松助 議員

入学のため購入した学用品

中
谷　
国
は
、
新
入
学
学
用

品
の
補
助
単
価
を
今
年
度
か

ら
約
２
倍
に
拡
充
し
た
。
本

町
も
、
準
要
保
護
者
を
含
め

た
新
入
学
学
用
品
の
支
給
額

の
増
額
を
求
め
る
。
ま
た
、

そ
の
支
給
時
期
に
つ
い
て
も
、

国
は
入
学
前
の
支
給
を
可
能

に
し
て
い
る
の
で
本
町
も
入

学
前
の
支
給
を
求
め
る
。

教
育
長　

支
給
額
に
つ
い
て

は
、
国
の
要
保
護
世
帯
の
単

価
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

　

支
給
時
期
の
変
更
は
、
本

制
度
は
前
年
所
得
に
よ
り
判

定
さ
れ
る
た
め
、
所
得
の
確

定
し
な
い
入
学
前
に
支
給
す

る
と
、
返
還
を
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

ま
ち
整
備
課
長　

合
併
協
定

書
の
と
お
り
、
富
来
地
域
の

料
金
に
合
わ
せ
た
い
。

ま
ち
整
備
課
長　

県
に
要
望

し
た
い
。

住
民
課
長　

導
入
し
な
い
。

町
長　

国
の
動
向
を
注
視
す

る
し
か
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

中
谷　
高
い
方
の
富
来
地
域

の
下
水
道
料
金
に
合
わ
せ
る

の
で
は
な
く
、
低
い
方
の
志

賀
地
域
に
合
せ
て
ほ
し
い
。

中
谷　
国
道
・
県
道
沿
い
、

の
と
里
山
海
道
Ｉ
Ｃ
出
入
口

の
除
草
を
国
・
県
に
求
め
よ
。

中
谷　
子
ど
も
医
療
費
窓
口

無
料
化
の
導
入
を
求
め
る
。

中
谷　
北
陸
電
力
に
、
原
発

の
廃
炉
を
求
め
、
自
然
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求

め
よ
。

産業廃棄物最終処分建設を認めるな

県に必要な意見を述べていく 町長

中
谷　
先
般
、
輪
島
市
大
釜

地
区
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
建
設
を
容
認
し
た
か
の

よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。

　

運
搬
車
両
の
走
行
ル
ー
ト

と
し
て
、
広
域
農
道
も
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
取
れ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
広
域
農
道
は

舗
装
が
薄
く
、
路
面
損
傷
に

よ
り
莫
大
な
修
理
費
が
か
か

る
。

　

ま
た
、
運
搬
車
両
に
付
着

し
た
有
害
物
質
が
沿
線
を
漂

い
、
環
境
を
脅
か
す
こ
と
に

な
る
。
環
境
評
価
書
に
は
、

低
レ
ベ
ル
と
は
い
え
、
放
射

性
廃
棄
物
の
搬
入
も
記
さ
れ

て
い
る
。

　

町
長
に
は
、
処
分
場
建
設

を
認
め
な
い
よ
う
、
県
に
強

く
申
し
述
べ
て
ほ
し
い
。

町
長　

処
分
場
の
設
置
許
可

権
者
は
県
知
事
で
あ
り
、
建

設
の
可
否
に
つ
い
て
、
意
見

を
言
う
立
場
に
は
な
い
。

　

町
と
し
て
は
環
境
に
与
え

る
影
響
を
抑
え
る
と
と
も
に

住
民
生
活
に
不
安
や
支
障
を

来
た
さ
な
い
よ
う
、
適
切
に

監
視
し
て
い
き
た
い
。

町政を問う!町政を問う!　一般質問一般質問
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不育症治療に助成を

来年度から助成する 町長

児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策
を
す
べ
き

検
討
し
対
応
し
た
い

教
育
長

稲
岡　
各
地
で
児
童
・
生
徒

が
犠
牲
に
な
る
事
件
が
頻
発

し
て
い
る
中
、
能
登
町
で
は

バ
ス
停
や
学
校
周
辺
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
方
針
が

示
さ
れ
、
防
犯
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

等
の
購
入
費
も
計
上
さ
れ
た
。

　

本
町
で
も
、
全
町
統
一
さ

れ
た
見
守
り
隊
を
16

校
区

ご
と
に
編
成
さ
せ
、
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な

ど
を
作
成
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

教
育
長　

富
来
地
域
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
見
守

り
隊
が
根
付
い
て
い
る
が
、

志
賀
地
域
で
は
、
志
賀
小
学

校
が
開
校
し
た
こ
と
で
、
今

年
５
月
に
『
志
賀
っ
子
見
守

り
隊
』
が
組
織
さ
れ
た
。

　

今
後
、
見
守
り
隊
が
定
着

し
た
時
点
で
、
全
町
的
な
情

報
交
換
・
共
有
を
図
る
場
や
、

統
一
し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

は
、
富
来
小
、
富
来
中
に
は

設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

本
年
度
中
に
設
置
す
る
が
、

す
べ
て
の
バ
ス
停
や
通
学
路

へ
の
設
置
は
困
難
で
あ
る
。

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に

つ
い
て
は
、
町
所
有
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
や
部
活
バ
ス
に

設
置
し
、
今
後
は
、
運
行
業

者
に
も
設
置
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

稲
岡　
近
年
、
妊
娠
は
す
る

が
、
結
果
的
に
、
流
産
や
死

産
に
よ
り
子
ど
も
が
持
て
な

い
不
育
症
が
増
え
て
い
る
。

　

本
町
の
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
と
併
せ
て
、
不
育
症
治

療
の
助
成
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。

　

ま
た
、
第
３
土
曜
日
の
み

と
な
っ
て
い
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
開
所
日
を
拡
充
で

き
な
い
か
。

町
長　

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

複
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
り
、
互
い
の
情
報
を
検
証

し
な
が
ら
正
し
い
記
録
の
み

を
蓄
積
し
て
い
く
技
術
で
、

近
年
、
金
融
分
野
で
の
応
用

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

現
段
階
で
の
導
入
は
時
期

尚
早
と
考
え
て
お
り
、
優
位

性
が
確
認
で
き
れ
ば
検
討
し

た
い
。

町
長　

不
妊
治
療
と
同
様
、

不
育
症
治
療
に
つ
い
て
も
、

来
年
度
か
ら
助
成
し
た
い
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
は
、
現
状
の
職
員
数
と

勤
務
体
制
か
ら
考
え
て
、
開

所
日
の
拡
充
は
難
し
い
。

稲
岡　
志
賀
町
で
、
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
導
入
す

る
予
定
は
あ
る
の
か
。

稲岡　健太郎 議員

元気な赤ちゃんを

町政を問う!町政を問う!　一般質問一般質問

そ
の
他
の
質
問
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主将  表谷　歩さん

　全国大会出場に向け

て、日々練習を重ねて

いる綱引きチーム「マ

ンちゃん’S」の皆さん

からお話を聞きました。

シリーズシリーズグループ紹介グループ紹介㉗㉗

ちーむ　　　 まんちゃんずちーむ　　　 まんちゃんず

TEAM マンちゃん'STEAM マンちゃん'S
◆
発
足
の
経
緯
は

◇
志
賀
町
綱
引
き
選
手
権
大

会
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
チ
ー
ム
と
し
て

出
場
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
も
っ
と
強
く
な
っ
て
優

勝
し
た
い
！
と
の
思
い
か
ら

年
間
を
通
し
て
練
習
す
る
こ

と
に
な
り
、
平
成
17
年
か
平

成
18
年
に
有
志
が
集
ま
っ
て

結
成
し
ま
し
た
。

◆
チ
ー
ム
名
の
意
味
は

◇
代
表
の
坂
本
満
さ
ん
を
中

心
に
集
ま
っ
た
チ
ー
ム
な
の

で
、
そ
の
名
前
か
ら
マ
ン

ち
ゃ
ん
Ｓ
と
付
け
ま
し
た
。

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は

◇
監
督
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
合

わ
せ
て
現
在
10
名
で
構
成
し

て
い
ま
す
。
志
賀
町
出
身
者

だ
け
で
は
な
く
、
町
外
の
メ

ン
バ
ー
も
一
緒
に
活
動
し
て

お
り
、
現
在
、
若
手
と
の
世

代
交
代
に
苦
心
し
な
が
ら
練

習
し
て
い
ま
す
。

◆
普
段
の
活
動
は

◇
志
賀
町
総
合
体
育
館
で
毎

週
火
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

８
時
か
ら
10
時
ま
で
、
同
じ

男
子
綱
引
き
チ
ー
ム
の
能
州

輝
綱
（
の
う
し
ゅ
う
き
ず
な
）

さ
ん
や
、
女
子
綱
引
き
チ
ー

ム
の
志
賀
・
美
笑
会
（
し
か
・

び
し
ょ
う
か
い
）
さ
ん
達
と

と
も
に
、
お
互
い
切
磋
琢
磨

し
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
ま
で
の
成
績

◇
石
川
県
綱
引
選
手
権
大
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
３

位
で
、
１
位
と
２
位
は
、
ほ

ぼ
毎
回
、
金
沢
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
と
羽
咋
消
防
綱
引
ク
ラ
ブ

が
占
め
て
お
り
、
い
つ
も
苦

汁
を
飲
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
は
平
和
堂
カ
ッ
プ
福

井
綱
引
大
会
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
男
子
の
部
で
３
位
、
岐
阜

県
で
行
わ
れ
て
い
る
日
本
ま

ん
中
綱
引
選
手
権
大
会
で
は

ベ
ス
ト
８
が
最
高
で
す
。

◆
今
後
の
目
標
は

◇
石
川
県
綱
引
選
手
権
大
会

で
優
勝
し
、
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
で
す
。

◆
最
後
に
一
言

◇
現
在
、
メ
ン
バ
ー
が
不
足

し
て
お
り
、
チ
ー
ム
は
常
に

人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。
我

こ
そ
は
、
と
い
う
方
は
ぜ
ひ

私
達
と
一
緒
に
全
国
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
！

★
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
９
０
‐
３
２
９
５

　
　
　
　
　
　

‐
７
５
３
７

　
　
　

監
督　

谷
内　

和
文

綱
引
き
を
も
っ
と
有
名
に
！

綱
引
き
を
も
っ
と
有
名
に
！

発
行
責
任
者

議　
　

長　

南　
　

政
夫

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委　

員　

長　

寺
井　
　

強

副
委
員
長　

福
田　

晃
悦

委　
　

員　

稲
岡
健
太
郎

　
　
　
　
　

南　
　

正
紀

　
　
　
　
　

冨
澤　

軒
康

　
　
　
　
　

櫻
井　

俊
一

一本の綱に皆の思いを乗せて…

力を合わせて目指せ！県大会優勝！

’


